平塚武二の歴史童話 : 「たまむしのずしの物語」・「馬ぬすびと」を中心に by 北原 泰邦
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の表題作と なった、童話作家・平塚武二の代表作である。物語は、古代奈良の都を舞台に、法隆寺に伝わる国宝「玉虫厨子」制作のいきさつを、 「若麻呂」という一人の仏師に焦点を当てる形で語られていく。その冒頭は、 「昔のことでございます。若い仏師が、そのころの都、奈良のほとりにいたそうでございます。 」と、 「ですます体」の説話調文体 語られており、全体としては歴史的な出来事の記述よ も、玉虫厨子の制作に心血を注ぐ無名の若き仏師の心の変遷のドラマに主眼が置かれた内容となっている。作品 概略は以下の通り ある。　
若麻呂は、仏師として世にまたとない美しいものを作りたいという願望を持っていた。その若麻呂には、妻となる
ことを約束した「おとめ」という恋人がい 。しかし、 「おとめ」の親は、若麻呂がまだ無名の仏師 あったため容易　
平塚武二の歴史童話
　










色に美しく輝く、一匹の「玉虫」であった。若麻呂は、 「これこそ厨子の仕上げの金」とばかりに、その玉虫の翅を厨子の須弥座に飾り付けることを思い立つ。それから若麻呂は、玉虫を集めるために野山を駆けめぐる日々に明け暮れ、昼夜となく野山を歩き回るうちに、若麻呂の関心は玉虫だけにとどまらず、チョウやナメクジなど別の生き物にも注がれていくようになる。そこで若麻呂はついに まこと 美の本質に気づかさ る。それは自然界に存在する、さまざまな形を見せる生命のありようそのものなのであった 若麻呂は、 「神をこえた美 のも 」の姿を発見 に至るのである。　
若麻呂にはもはや、美しい恋人を妻にしたいという願い、仏師と て、世にまたとない厨子を作り上げたいという









人公若麻呂の美に対するあくなき執着心の中に、芸術の完成のためには他を犠牲にしてまでもそれを成し遂げようとする、一種の芸術至上主義的な人間の有り様が潜んでいる。例えば、谷崎潤一郎でいうと、 「刺青」 （一九一〇年）が挙げられるだろうし、 芥川龍之介なら、 「地獄変」 （一九一八年）などが想起されよう。 「刺青」における彫り物師「清吉」は、美女の体に自分の魂を彫り込みたいという宿願を持ち、娘の身体にみごと 女郎蜘蛛の刺青を彫り上げる。魔性の女に変身した娘は 「お前さんは真っ先に私の肥料になった だねえ」と清吉に言い放ち、燦爛たる背中の刺青を朝日に輝かせる。ここでは 美へ あくなき執着心が 心を支配し、その魂の結晶である刺青＝作品だけが最後に輝きを放つ。その意味では、本作に ける、若麻呂の玉虫厨子完成へ 執念と、仏師としての芸術至上主義的な生き方、また、最後に残された玉虫厨子という芸術作品。こうし 芸術・美への執念という側面 ら、作品の共通項が浮かび上がってくる。　
また、芥川の「地獄変」では、絵師「良秀」が地獄絵の完成のために、我が娘が業火の中でもだえ苦しみ死んでい
く様が描かれる。良秀は、驚きや悲しみを超越した 厳かな表情でその姿を眺め、実 娘の犠牲 よって美の境地到達する。ここには一人の絵師として生き 男の美に対する陶酔感と ため は肉親さえも犠牲にして作品の完成を優先 という芸術家としての矜持が描かれている。その点では、恋人と添い遂げた という願望を棄て 厨子完成のために、一種の忘我的境地に到達する「若麻呂」 芸術至上的な生き方とも通底する部分がある。　
ただし、猪熊葉子が指摘するように、こうした近代文学の耽美派の作品群と「たまむしのずしの物語」を、単に、 「耽
4美的」という点で同列の作品としてひとくくりに評価することはできないだろう。猪熊は芥川の「地獄変」を例に挙げて、両者の作品で扱われる美の質の違いに注目したうえで、 「人工の美が遂に自然の美に及ばなかったこと 知った若麻呂がさらに大きな真の美を求めるために、かつての生き方を棄てたことを意味する。 」
（注３）
と論じている。 「たま
むしのずしの物語」の作品的価値は、 「耽美的」という評価軸のみ 論ずるべきで く、若麻呂の追求した美の質的化の過程や、真の美のために従来の価値観や生き方を執着せずにそれを捨て去る いう、その心の変遷にこそ目を向けるべきだというのである。いずれにせよ、本来、ひとつの作品を単一の評価軸で論究することはできないし、多様な評価の側面を持ち得た作品だからこそ、 児童文学という枠組みでは評価 得ない作品だともいえるのである。本作が、「馬ぬすびと」と併せて、平塚武二の代表作に挙げる評者が多いのも、この作品の持つ多様な評価の可能性があったからにほかならない。　
もっとも、作品の「耽美的」主題については、発表当初から批判的な評価もなされていた。塚原健二郎は、平塚武







でたらめの本体があると思うのである と う、一方的と いえ 否定的評価を下してい 。　
塚原は、作中の美の追求の正体が、実は「実体 ない空気のような美」に過ぎないものであり、童話作家・平塚武
5二の本領が発揮されるのは、幼年童話集「にじ」に描かれるような、限りない純粋な世界の魅力だと評しているのである。これは、美の追求という主題性が、ともすると、観念的・技巧的に過ぎる作品世界を作りだしているともいえる。たしかに、美の追求の終着点が玉虫厨子の完成という地点でなく、美の価値観が人工的な美の創出から自然美の世界の発見に移行していく中で、美に対する観念的な語りが前景化して る点は疑いようがない。塚原が評した「実体ない空気のような美」とは、あるいはそうした美 観念的な語りの部分を指しているのかもしれ い。　
ただし、塚原のこの評価も、やはり「耽美的」という評価軸に傾いた作品評価にほかならない。猪熊の指摘にあっ
たように、本作はそ 「耽美的 いう部分だけでなく、真実の美を追求 中で、人工 美から自然美の価値に気づかされ、従来の生き方や価値観そのものをも捨て去って まうという 若麻呂の生き方、そのドラマ性の部分の側面に焦点を合わせた評価軸が必要とな 本稿で分析してみたいのも、美にとりつかれた、無名の若き仏師 心の変遷のドラマ性という部分である。　











ードがユーモラスに語られている。これらは、玉虫集めに夢中になっていた若麻呂が、自然界にさまざまな生命が存在していることを発見した箇所で、 「高い高いムクの木の枝にきらりとかがやくものを見つけて、竹ざおをのばしてたたきおとせば、クチャッと音がして、玉虫とは似ても似つかぬナメクジが落ち くる」という部分に生か れており、作品発想の段階から、自然美への好奇心や探究心が物語の源泉にあったことを物語 。回想後半は、こうした主題性を作品 語りのスタイルにあわせてどうに形象化していくのかという物語形式の在り方に言及している。傍線箇所で作者が述べているように、 「 の追究」という主題から自然界 不思議さ 目 転じることで、 「美醜を超えた追究そのものの境地」と う変遷を描くことが作品のモチーフ なっ るのである。武二は、 作者不詳の 玉虫厨子」
7という素材を用いて、歴史的美術工芸品の影に潜む一人の男の人間ドラマを描こうとした。この歴史的事実と虚構の人間ドラマの狭間にあるものを描くことこそが「たま しのずし 物語」読み取る上で重要であるといえる。　
武二のもくろんだ「史話伝説」による、 「美の追究」の物語は、武二の回想最後で触れているように、はからずも、 「耽








傾向を整理してみたい。第一は、 〈追憶もの〉 （ヨコハマも 呼ばれる作品群で、横浜生まれ横浜育ちである武二の幼少年期の実体験や見聞をもとにした、 「月」 「ぼくのボート」 「ヨコハマ サギ山」 「自転車のり」 「クットクさん」などがあり、また、不遇の女性主人公千代の半生を描いた「風 花びら」 （一九四二年）も の作 群に加えられる。第二に、 物語的要素に富んだ作品として〈ロマン〉のジャンルが挙げられる。代表作に『太陽よりも月よりも』があり、これに「たまむしのずしの物語」と「馬ぬすびと」といった、 歴史を素材とした作品が入る。第三として 〈風刺的作品〉があり、 「ウィザード博士」や「ミスター・サルトビ など、独特 風刺や皮肉を効かせたユーモラスな無国籍童話
8挙げられる。そして第四に、 〈幼年童話〉 、 「いろはのイソップ」 「ながれぼし」などとなっている。　
鈴木晋一は、 以上のように武二作品を分類しつつ、 その作品の完成度においては〈追憶もの〉が最も質が高く〈ロマン〉
がそれにつづく、との評価をしている。 追憶もの の中では、横浜を舞台にした ヨコハマのサギ山」を例にとり、古き良き横浜の下町の風物詩的な世界を描きつつ、人物 造型が具体的視覚的に表現され、その行動と会話が必然性の一本の糸で貫かれている、と指摘 いる
（注８）
。その上で、 〈ロマン〉の系列に属する「太陽よりも月よりも」では、























討する中で、こうした歴史的物語作品（歴史童話）にはどのような特質や共通項があるのかを考えることは意義深いといえる。ここはまず、 「馬ぬすびと」における武二の歴史童話の手法を中心に考察を試みたい。　「馬ぬすびと」は、一九五五（昭和三〇）年三月に、雑誌『青い鳥』に発表された。陸奥の国（岩手県）南部の、貧しい百姓の九番目の末っ子として生を受けた「九郎次」が、 「馬 九郎次」と呼ばれる馬子となり、やがて箱根丸という馬ぬすびとの仲間となったが、愛着のあった荒馬 」を逃したかどで打ち首になって まうという話である。　その冒頭の語りは、 「おれの名は九郎次、 だ 知らぬ者もない馬ぬすびとだ。おれがぬすんだ馬の数をいえというのか。















に守護・地頭をおいた。それから七年、建久三年の夏のはじめ、鎌倉の西の「親不知山」と呼ばれていた丘のもとで、 九郎次という馬ぬすびとがと われた。九郎次の身のたけは五尺九寸、 力こぶのもりあがったはだかの上に、じかに鎧の銅だけをつけ、みのを着て、笠をかぶり、腰に山刀をさしていた。 郎次は、頼朝が征夷大将軍になった七月、由比が浜で打ち首になっ が、そのころの記録のようなも が、 まも鎌倉の寿福寺の文庫の中にのこっているという。寿福寺別院の尼が書いたものらしいといわれている。
　
武二はまず、源頼朝が鎌倉幕府を開くことになった経緯をエピローグとして、やがて全国に守護・地頭を設置する






平家一族を亡ぼした源頼朝は、それまで平家が所有していた所領を獲得し 頼朝に反旗を翻した弟義経らを追討するため全国に守護・地頭を置き、やがて奥州藤原一族を滅亡してその権力を強固にしていく。武家社会の到来はすなわち、馬を必要とする世の中の仕組みを生み出す。戦いでは、速い馬・利口な馬・強い馬でなければ勝てない 南部の宿で、馬奉行から馬を預かって生計を立てる馬屋の頭領は九郎次にこう言う。 「馬をあずかっているお げで 年貢なし 田を二町（やく二〇〇アール）いただいてい というわけだ。だから、どんなときでも馬がさきだぞ。人間よ も馬がさきだぞ。いいか、わかった 。 」 、と。馬屋の頭領の言葉は、武家社会の支配構造において、馬が人間よりも優先されるものであることを裏付けてい 「馬ぬ びと」で こうした武 社会という権力構造における 民衆の生き方そのものの生の声、あるいは叫びのようなも が随所にちりばめられ いる。それは武二が示した〈史観にもとづく昔話〉 表れだと考えることができる。



























意義とは何か、社会の中で人間がいかにその生を全うすべきなのかという、いわば社会内存在としての自己の在り様を浮かび上がらせていくのである。それは、自然界で自由に生 る馬という生命体に対する限りない畏敬 念の表れでもあり、同時に、馬を戦の道具としか見なさない武士という権力に対するささやかな抵抗の意識でもあったのだ。九郎次にとっては源平のどちらが天下を取るのか、それによってどのような社会変革がなされる か、そうした歴史的事実は問題ではない。彼にとっ は、馬との生活こそが全てであり、馬 よって み自己の生の存在が確認されうるのである。馬を通して映った世界が、九郎次に っての真実の世界なのであった。だから、自分の分身でもある馬に対して、武士の連中が、 「馬はただ、また って走らせるもの、車のかわ いくさ道具、乗りつぶすま はたらけば手柄になる」存在としてみなされるこ への憎悪 念を募らせていく である。　
箱根丸という馬ぬすびとの仲間になり諸国を旅する間も、九郎次は、故郷の岩手山を自由に駆け回る「九郎」のこ
とが心から離れることはなかった。まさに、九郎次の「心の中 馬」なのである。鎌倉幕府 追及 手が九郎次のもとに及び、生死の境 あった時でも、心の中 「 」がいること 何より 希望であった。

























されており、厨子の宮殿の透かし彫り金具の下に玉虫の翅が敷き詰められていることから、 「玉虫厨子」の名称で呼ばれている。全面に漆塗りの塗装が施され、その扉や背面、羽目板などには、赤・黄・青緑・墨の四色が用いられ、密陀絵と呼ばれた油絵と 絵を使った仏教的主題の絵画が描かれている。また、正面の扉には甲冑姿の二体の武装神将像が、左右の扉には上半身が裸形 菩薩立像がそれぞれ表されている。　
須弥座部の絵画は、左側には「捨身飼虎（しゃしんしこ）図」 、右側には「施身聞偈（せしんもんげ）図」が描かれ
ており、これらは釈迦の前世の物語がモチーフとなっており 正面の「舎利供養図（しゃりくようず） 」が釈迦 没後を描いている。台座の背面は、 「須弥山図（しゅみせんず） 」と「霊鷲山図（りょうじゅせんず） 」が描かれ、悟りの成就に向けた様子が主題となっている。また、 玉虫の翅を用いた装飾は朝鮮半島から出土された馬具にも認められてお 、玉虫厨子の制作にも、朝鮮半島や大陸からの帰化人 関与した可能性があると指摘されている。　
以上が玉虫厨子の歴史的な成立背景であるが 平塚武二はこの作者不詳の国宝の美術品をもとに、一編の歴史的童







に焦点を当てて語られている。仏教信仰の高まりとともに仏像や仏教建築が盛んになっていく奈良時代の歴史的背景や、柿本人麻呂の和歌の引用など文芸的な世界観を織り交ぜながら、無名の若き仏師が厨子を完成させるまでの心の変遷に主眼が置かれている。武二は、厨子に描かれた「舎利供養図」 ・ 「捨身飼虎図」 ・ 「須弥山図」といった仏教絵を物語に織り込むことで「玉虫厨子」の美術作品としての特徴や性質を浮かび上がらせ、また、厨子にまつわるさまざまな歴史的事実などを下敷きにし 、玉虫厨子に秘められた謎を物語の源泉とした人間ドラマを作り上げたのである。　
物語は三人称の視点で描かれており、 「馬ぬすびと」の九郎次の一人称の語りのようにその内面を積極的に吐露する





をつくりたい、目もくらみ心もとけるほどのものがつくりたい」と、仏師として名声を得て、 「おとめ」という美しい娘を妻に迎えたいという野心 心を燃やす姿が描かれる。こうした部分では、本作のもつ耽美派（芸術至上主義）的側面が全面 表れて る部分だといえよう。若麻呂の飽くなき美へ 追求心は、語り手によってこう述べられ
　
美しいうえにも美しく、美しいうえにも美しく、かぎりなく美しいものをつくりあげようとすることだけが、





心や愛する者を妻として迎えたいという願望、または美を追求する仏師としての矜持によるものだったのだろう。それでも若麻呂の美への追求心は満足することがない。 「玉虫厨子」には、 「捨身飼虎図」 「施身聞偈」 「舎利供養図」 「須弥山図」と「霊鷲山図」など、多くの仏教絵画が刻み込まれている。これらを全て描ききる力量は並大抵のものではない。そこに「命の宝」である玉虫の翅を装飾していくことで厨子はようやく完成する。武二は、 こうした「玉虫厨子」の仏教美術品としての特質を丹念に調査 、その本質的価値を理解し た だか こそ、 「血をそそぎ、骨をけずる」ほどに、厨子制作に情熱を傾けた仏師の魂の有り様 、語り手に託すかたちで伝えようとしたのであろう。武二の歴史童話の手法は、その歴史的事実 歴史的背景をもとにして、作者の史観を虚構の物語の中に織り込みつつ、そこに生きる一人 人間のドラマ性を浮かび上がらせることに主眼を置いたものであった 馬ぬすび 」の九郎次も 「たまむしのずしの物語」 若麻呂も、時代の中で生 証しを 求しようとする人間の魂の変遷が描かれており、 の意味では二つ 作品 モチーフ 共通している である。　
さて、物語後半、玉虫の翅を追い求めての山に分け入るくだりになると、若麻呂の美の追求というベクトルが大き






















こちらは、虫の世界に目を向ける少年の純粋な好奇心・探求心を主題にし 。虫ぎらいの「私」が、自分 家の周囲に次々とやってくる虫たちの姿を描いたエッセイ風の作品である。 「私」の家に集まる虫には、 ハエ、 カ、 アリなど、日常生活で人間を煩わせる虫に始まり、夏にはアブラゼミ、夜に鳴くキリギリスやクツワムシ、スズムシの音、窓から侵入するカナブンブン クマゼミ、ガやウンカなどなど。あたかも虫たちの観察日記のような記述が「私」 印象を交えて続けられる。この「虫のくる家」には、 「たまむしのずしの物語」 自然との関わり方において明らかな共通点がある。端的に言えば、それは自然界の営みの中に発見する美へ眼差 有り様においてである。次の部分にそうした武二の姿勢が示されている。　
それにしても、明るい電燈のまわりにあつまってくる虫たちは、なんといろいろな、しかもふしぎな色や形をして
いることでしょう。私はよく門燈のちかくに立って、 火 粉のようにとびまわっている虫を見ていること ありますが、
25
どの虫を見ても、まるで気まぐれとしか思えないような、さまざまな色や形をしています。赤い帽子をかぶっていたり、黒いとがったカブトみたいな頭をしているものもあれば、黄色いえりまきをしているものもあります。青いチョッキを着て るように見えるものもあれば、ぴらぴらしたマントをせおっているものもあ というぐあいに、どれもこれも、一ぴき一ぴきがみんなてんでんばらばらな形をしていて、てんでんばらばらなことを考えて、しかも、てんでんばらばらなことをし としか思 ません。まったく人間には考えもつかない虫の世界。人間のつごうやめいわくなどをちっとも考えていな 虫たちが、人間より ず とたくさんいるということが、私にはふしぎでたまりません。　
それまでは「私」を煩わせるばかりの虫たちであったが、やがて虫たちは好奇心・探求心の対象となり、 「私」は、
多種多様な形態 見せる虫の世界の営みに不思議な感慨を抱くことになる。 「私」の虫への観察はさらに続き、トンボの飛行ルートにある法則性を発見したり、ボール箱の中でカイコがマユを作り死にゆく姿に見入ったりする。日常生活の中で、普段、何気なく家の周りを飛び回るような虫たちにも、 「虫は虫だけの考えで なにか人間とは別のやっている」といった虫の世界があることに気づき、 「私」はそこに人間世界の常識でははかり知ることができないものの存在を知ることになるので 。鳥越信は、 「虫 くる家」について、 「何気ない日常の世界でくりかえされる虫の動き一つにさえ、目に見えない巨大 が支配 ていて そのことには指一本ふれ ないもどか さを描いた作品」
（注
 









を中心とした自然界に潜む不思議な「目に見えない巨大な法則性」の延長線上にあるものだったといってよい。若麻呂の追い求めた美の到達点は、人間世界にある美の価値観でははかり得ない、 「神をこえた美そのもの」にあった それは、自然界の塵芥や枯れ葉の中や泥水、さら は腐敗した動植物に潜むものに至るまで、生あるものが死を迎え、
27
死したものから生が誕生するといった、生きとし生けるものの自然な営みの中に発見される、あらゆる生命への尊厳の眼差 で あったのだ。そして、その眼差しは、美の追求をし続ける人間の魂の営みの中にこそ発見できるものであった。追求する心・精神の営みというドラマの中にこそ、武二の歴史童話のオリジナリティがあったといえよう。　「馬ぬすびと」の九郎次は、不条理な自分の境涯や社会システムの中で懸命に生きながら、馬との関わりを通して、自分の存在意義を追求 続けた。読者は、九郎次の告白の内に、夢や自由を追求し続ける一人 男のドラマを発見することだろう。それと同様に、 「 まむし ずしの物語」 中で、愚直なまでに美を追求す 若麻呂 姿に、人間の飽くなき追求心や探究心の有り様を見いだすであろう。そして美の追求のためには、時に、人間世界にある野心や欲望を捨て去り、既成 価値観や社会の権威による束縛から解放されることが必要であることを示してもいるのである。武二の言う、 「美醜をこえた追究そのものの境地」とは、まさにこ ことに他ならない。　その意味で言えば、武二の描こうとした歴史童話とは、いわゆる教訓的な児童文学作品とは一線を画する。 「たまむ



















品である以上、その中に子どもが抱える課題やその精神性が主題として内包されてくる。児童文学に限らずあらゆる文学作品は、物語世界 で、その言語を介して現実社会と直接的・間接的に何らかのつながりを持つものだ。読者（たとえそれが子どもであったとしても）は、 により構築された物語内容を自分の問題とか わらせながら、作品を内在化していくだろう。それこ が読書体験というものである。書き手が社会の現実や否定面をい オブラート包んだとしても、それを享受する読者はそれぞれの人生体験のレベルで物語を消費していくものなのである。　
平塚武二が「たまむしのずしの物語」や「馬ぬすびと」といった歴史童話で語り伝えたかったものは、歴史や社会
のはざまに生き抜く人間の普遍的な魂のドラマであり、そこに描かれた主人公たちは、時として、社会 規範や既成の価値観から逸脱した姿を読者にさらけ出す。しかし、 の姿の中に読者は、自由を追い求め真理を追究することでしか発見できない、 〈まことの自分〉の心の有り様を見いだしていく である。　
武二の歴史童話の世界には、生と死、美と醜、正義と悪といった、人生の根元にかかわる言葉が、その中に生きる































































西本鶏介「児童 学に置ける無頼派」 （ 『日本児童文学』
18号
　
日本児童文学者協会
　
一九七二年一月） 。
10　
注６前掲論文に同じ。
11　
注６前掲論文に同じ。
12　
注６前掲論文に同じ。
13　
注９前掲論文に同じ。
14　
注５に同じ。
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15　
注７に同じ。
15　
注５に同じ。
17　『日本美術全集』第２巻
　
飛鳥・奈良時代Ⅰ「法隆寺と奈良の寺院」 （小学館
　
二〇一二年一二月） 、 「玉虫厨子」解
説参照。
18　
原田留美「平塚武二たまむしのずしの物語」 （ 『少年少女の名作案内
　
日本の文学ファンタジー編』所収
　
自由国民
社
　
二〇一〇年三月） 。
19　
鳥越信
　
解説『平塚武二童話全集５たまむしのずしの物語』
　
童心社
　
昭和一九七二年一〇月） 。
20　
猪熊葉子「日本の児童文学と世界の児童文学」 （ 『国文学解釈と教材の研究』特集児童文学の魅力
　
學燈社
　
一九七一年一一月） 。
